
1．はじめに

2．化学プラントの騒音源とその対策

表1 表2

2.1　送風機，圧縮機

〈技術レポート〉

化学プラントの騒音対策

方　　　　法 内　　　　容 効　　　　果

1）プラントレイアウト上の配慮
受音点と音源との距離をとる

受音点と音源の間に遮蔽物をおく

騒音源の最大寸法より距離がはなれたところ
では距離が倍になると6dB減
25dB程度が限度
実用的には5～10dBが期待値

2）プロセス上の配慮 製造プロセス上代替案がないか検討する 一概にはいえない

3）低騒音機器の選定
本質的な低騒音機器とサイレンサなどをつけ
ユニットとして騒音を外に出さないようにし
たものがある

一概にはいえない

4）騒音源の指向性の配慮 音源の向きをかえる 音源近傍でおよそ10dB

5）サイレンサの設置 吸音型，共鳴型，膨張型，干渉型の種類がある 任意の減音量の設計は可能であるが，一般的
には40dBが限度

6）騒音源の包囲遮蔽 建屋防音，防音カバー，防音ラギングなどが
ある

任意の減音量の設計は可能であるが，常識的
には40dBが限度

7）防　振 振動絶縁，制振がある 15dBが限度

8）特定方向への伝播防止 いわゆる防音塀をたてること 25dB程度が限度
実用的には5～10dBが期待値

表1　騒音低減のための一般的方法
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ニチアスの対応
防音材料機械本体 流体音

圧縮機 遠心型，軸流型
 スクリュウ型
 往復動型

 90 ～105
  ～110
 85 ～100

 500 ～1,000
 1,000 ～4,000
 125 ～ 250

防音建屋　防音カバー　防音ラギング
サイレンサ
サイレンサ
スナッパ

～30
～30
～30

防音建屋
エコラックス®，メタラミネ®，
防音パネル，
ロックウールMG製品，
アルミ繊維吸音材，
吸音ブロック，
スーパーフェルトン®ⅡⅢ，
マリンテックス®クロス

防音カバー
防音パネル，メタラミネ®，
シャ音シート，
ロックウールMG製品，
アルミ繊維吸音材，
マリンテックス®クロス

防音ラギング
ロックウールMG製品，
メタラミネ®，シャ音シート，
シャ音ハード，
パイロジェルTMXT，
バイブロカットTM

サイレンサ・ウインドボックス
ロックウールMG製品，
防音パネル，
マリンテックス®クロス，
シルテックス®クロス

防音塀
防音パネル，メタラミネ®，
ロックウールMG製品，
アルミ繊維吸音材，
吸音ブロック，
エコスリット®JH

送風機 遠心型，軸流型
 容積型

  ～105
  ～110

 250 ～1,000
 500 ～2,000 防音建屋　防音カバー　防音ラギング サイレンサ

サイレンサ
～30
～30

ポンプ 遠心型
 容積型

  ～ 105
  ～ 85

 250 ～1,000
 250 ～ 500 防音建屋　防音カバー　防音ラギング

サイレンサ
スナッパ，
オリフィス

～20
～20

電動機   ～105  250 ～1,000 低騒音モータ，防音カバー ～20

蒸気タービン   ～ 90  250 ～1,000 防音建屋，防音カバー，防音ラギング ～30

ガスタービン   ～115   ～8,000 防音建屋，防音カバー，防音ラギング サイレンサ ～35

ディーゼルエンジン  95 ～105  500 ～2,000 防音建屋，防音カバー サイレンサ ～25

加熱炉 オイルガス混焼バーナ
 ガス専焼バーナ  85 ～105

 80 ～100
 125 ～ 250
 1,000 ～2,000 ウインドボックス サイレンサ 15～30

10～30

空冷式熱交換器  80 ～100  125 ～ 500 低騒音ファン サイレンサ 5～20

冷水塔   ～ 95  125 ～1,000 低騒音ファン
消音マット，防音塀 サイレンサ 5～20

エジェクタ   ～115  2,000 ～4,000 防音ラギング サイレンサ ～30

制御弁   ～120  1,000 ～4,000 低騒音弁，防音カバー，防音ラギング サイレンサ
オリフィス ～30

蒸気，ガスの大気放出   ～130  125 ～8,000 ――― サイレンサ ～40

表2　化学プラントにおける代表的騒音源と対策



2.2　ポンプ

2.3　電動機
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2.4　蒸気タービン，ガスタービン

2.5　ディーゼルエンジン

2.6　加熱炉
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2.7　空冷式熱交換器
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2.8　冷水塔

2.9　エジェクタ

2.10　制御弁

2.11　蒸気，ガスの大気放出

2.12　配管
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図1　ウインドボックス

図2　バーナ用サイレンサ



3.　シミュレーション
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4.　おわりに

%

Class
減音量（オーバーオール）

5dB～15dB 15dB～20dB 20dB～25dB 25dB～30dB 30dB～

メタラミネ工法

重　量（kg/m2） 面密度　7.7 面密度　11.7 面密度　14.9 面密度　20.1

厚　み（mm） 51 101 102 129

周波数（Hz） 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k

減音量（dB） 11 15 19 22 27 14 18 22 25 29 18 22 26 28 31 20 25 30 31 33

鉛　　工　　法

重　量（kg/m2） 面密度　7.1 面密度　12.8 面密度　22.5 面密度　28.2 面密度　40.8

厚　み（mm） 50 51 101 102 121

周波数（Hz） 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k 250 500 1k 2k 4k

減音量（dB） 7 13 17 19 21 10 16 20 22 24 13 20 24 26 27 14 23 26 28 29 18 26 30 31 32

表3　配管の防音仕様一覧表

図3　騒音等音線図の一例


